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『雨のウェンズデイ』 
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もう２０年以上前の話である。私には毎週水曜日の夜に、

密かな楽しみがあった。妻と協議し、水曜日の夕食は自宅で

取らず、外でラーメンを食べてきてもよいという取り決めを

結んだのである。私はこの日を『ラーメン・ウェンズデイ』

と勝手に名付け、ガイドブックを片手に新しい店を巡ること

にしていた。水曜日になると、不思議と時間の流れが軽やかになった。そしてこの日

の私は、早く職場を出たくてウズウズしているか、ラーメンの味を想像して口の中に

唾液が広がっているか、どちらかであった。 

妻からこんな話を聞いたことがある、若かりし頃、二人で食事に出かけるたびに、

私はさまざまなラーメン屋にせっせと連れて行き、「大切な人に耳寄りな情報を教えて

あげて、自分はなんて優しい人なのだろう」と一人で満足していたという。しかし妻

のほうは「どうしてせっかくのお出かけなのに、毎回ラーメンばかり食べなければな

らないのかしら…」と、内心では少し憤慨していたそうだ。それでも人とは不思議な

もので、今では空腹になると真っ先にラーメンが思い浮かぶようになったとのこと。

我が家はすっかりラーメンの魅力に取り憑かれているのである。 

『ラーメンがすきすぎて』（作：サトシン／Gakken）という絵本がある。ラーメンを

愛しすぎる男の子のユーモラスな妄想が描かれており、日常会話がすべてラーメンの

だじゃれになったり、大好きな女の子とラーメン屋に行く理想のデートを夢見たり、

大きくなったらラーメン屋になり斬新なメニューを作る妄想をしたりと、実に楽しい

内容である。少々突飛ではあるが、どこか共感できる部分もある。 

さて、まもなく梅雨の季節を迎えるが、実は「雨」と「ラーメン」には、ちょっと

面白い関係があると言われている。①雨の日は気圧が下がり、沸点が低くなることで、

旨味成分がアクに変わらずにスープの中に溶け込みやすくなる。②気圧が低い日は、

舌にある「味蕾（みらい）」の働きが鈍り、塩味を感じにくくなるため、脳が無意識の

うちにコクや旨味のあるものを求めるようになる。③雨で気温が下がる日は、体が温

かいものを欲し、熱々のスープや立ち上がる湯気が視覚的・嗅覚的にリラックス効果

をもたらす、などである。（なんだかラーメンが無性に食べたくなってきましたね…） 

人は誰しも、忙しさや不安の中で日々を過ごしている。だからこそ、自分を元気に

してくれるもの、心を和らげてくれるものを大切にしてほしい。一杯のラーメンでも、

一曲の音楽でも、一冊の本でもいい。ささやかな楽しみの積み重ねこそが、人生にや

わらかな彩りと感動を添え、幸せをもたらしてくれるのである。 

やがて歳を重ね、一人、二人と家族も増え、この特別な制度はいつしか姿を消して

しまったが、水曜日の夜に感じていたあのときめきが、ちょっぴり懐かしい。 
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